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世
界
に
向
け
て

―
―
２
０
１
０
年
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
い
て
、

井
村
先
生
の
な
か
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

不
景
気
も
相
ま
っ
て
国
内
で
は
会
員
数
が
横

ば
い
だ
っ
た
の
で
す
が
、
海
外
へ
の
普
及
が
で

き
た
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
部
指
導
員

が
請
わ
れ
て
海
外
へ
と
多
数
指
導
に
行
き
ま
し

た
。正

統
の
技
の
指
導
を
求
め
て
い
る
皆
様
に
応

え
る
の
が
総
本
部
の
役
目
で
す
。
そ
れ
に
し
っ

か
り
と
応
え
て
い
っ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
武
道
空
手
で
す
か
ら
、
技
術
だ
け
で

な
く
日
本
の
文
化
や
武
道
の
精
神
も
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

時
に
は
海
外
指
導
の
お
り
に
、「
世
界
大
会

で
の
監
督
や
コ
ー
チ
を
や
っ
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
い
う
話
も
い
た
だ
く
ほ
ど
で
す
。
そ
れ

ほ
ど
熱
心
に
求
め
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と

は
嬉
し
い
で
す
ね
。

―
―
春
、
秋
の
総
本
部
国
内
外
合
同
合
宿
も
、

海
外
の
参
加
者
が
多
い
で
す
よ
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
は
じ

め
は
50
〜
60
名
程
度
だ
っ
た
も
の
が
、
今
は
倍

近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
１
１
年
は
世
界
大
会
が
最
も
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
。

２
０
０
８
年
は
開
催
を
中
止
（
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
の
影
響
で
、
移
動
や
宿
泊
な
ど
の
経
済

的
な
面
で
参
加
が
難
し
い
国
も
あ
り
、
全
て
の

国
が
集
ま
っ
て
こ
そ
世
界
大
会
と
い
う
こ
と
で

や
む
な
く
中
止
の
判
断
に
至
る
）
に
し
ま
し
た

か
ら
、
２
０
０
６
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
会

以
来
５
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。
８
月
18
日
か
ら

21
日
ま
で
の
４
日
間
、
タ
イ
で
開
催
し
ま
す
。

期
間
が
あ
い
た
の
で
世
界
大
会
未
経
験
の
人

も
多
く
出
場
す
る
で
し
ょ
う
し
、
多
く
の
人
が

待
ち
望
ん
で
い
た
の
で
、
本
腰
を
入
れ
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

さ
ら
に
今
回
は
、
日
本
以
外
の
ア
ジ
ア
で
は
初

の
開
催
に
な
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
諸
国
も
多
く
参

加
で
き
る
の
で
、
非
常
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

―
―
日
本
チ
ー
ム
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？
気
に

な
る
海
外
勢
は
あ
り
ま
す
か
？

本
部
指
導
員
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
構
成

に
な
る
と
は
思
い
ま
す
。
今
、
強
化
稽
古
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

気
に
な
る
国
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、
前

回
大
会
か
ら
間
が
あ
い
た
の
で
、
各
国
の
世
代

交
代
が
進
ん
で
い
て
、
非
常
に
予
想
の
つ
き
に

く
い
大
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
日
本
国
内
の
大
会
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
内
閣
総
理
大
臣
杯
の
全
国
大
会
を

５
月
と
７
月
の
２
回
に
分
け
て
行
い
ま
す
。
５

月
は
団
体
戦
、
７
月
は
個
人
戦
で
す
。
年
々
規

模
が
拡
大
し
、
全
種
目
を
一
日
で
行
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

―
―
運
営
す
る
側
と
し
て
は
大
変
で
す
が
、
参

加
す
る
方
々
に
と
っ
て
は
楽
し
み
が
２
度
で
き

る
の
で
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
考
え
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。
で
す
が
地
方
の
皆
様
に
は
金
銭
的
負
担

を
お
か
け
す
る
と
い
う
こ
と
で
心
苦
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
８
月
の
13
、
14
日
に
は
三
重
県
で

小
中
学
生
全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
18
日
か

ら
は
タ
イ
で
世
界
大
会
な
の
で
今
年
は
大
会
が

立
て
続
け
で
す
。

国
で
支
部
1
0
0
0
支
部
、会
員
数
を
3
万
5
0
0
0
人
を
目
指
す

世
界
大
会
を
通
じ
て
、

さ
ら
な
る
武
道
空
手
の
普
及
を
！

井村武憲（いむら・たけのり）専務理事／1952年、静岡県出身。日大農獣医
卒業後、1975年に研修生となる。七段。

２
０
１
１
年
は
特
別
な
一
年
に
な
る
だ
ろ
う
。
８
月
に
は
タ
イ
で
世
界
大
会
が
開
か
れ
る
。
世
界
的
な
経
済
問
題
で
中
止
を
や
む
な
く

さ
れ
た
前
回
の
経
験
を
乗
り
越
え
、
５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
。
現
在
、
世
界
を
席
巻
す
る
松
濤
館
流
空
手
だ
が
、
そ
の
正
統
を
継
承

す
る
の
が
社
団
法
人
日
本
空
手
協
会
。
同
協
会
の
井
村
武
憲
専
務
理
事
に
、
そ
の
武
道
空
手
と
し
て
の
本
質
を
伺
っ
た
。

世
界
大
会
を
通
じ
て
、

さ
ら
な
る
武
道
空
手
の
普
及
を
！

年年年年頭頭頭頭特特特特別別別別イイイインンンンタタタタビビビビュュュューーーー
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武
道
空
手
の
果
た
す
役
割

―
―
日
本
空
手
協
会
の
推
進
し
て
い
る
空
手
道

に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
お
聞
き
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

武
道
空
手
は
ス
ポ
ー
ツ
空
手
も
兼
ね
ら
れ

る
。
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
空
手
だ
け
に
特
化
し
た

ら
、
武
道
に
戻
っ
て
こ
れ
な
い
部
分
が
あ
り
ま

す
。
今
、
競
技
空
手
は
そ
の
ス
ピ
ー
ド
な
ど
は

非
常
に
高
度
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は

空
手
自
体
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
極
め
の
あ
る
技
、
な
い
技
で
は

や
は
り
大
き
な
差
が
あ
る
。
組
手
ば
か
り
が
先

行
す
る
こ
と
な
く
、
基
本
、
組
手
、
形
の
三
つ

が
一
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
中
学
校
で
武
道
教
育
の
必
修

化
が
さ
れ
ま
す
が
、
体
育
の
先
生
で
し
か
教
え

ら
れ
な
い
の
で
、
空
手
を
よ
く
知
ら
な
い
先
生

が
指
導
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で

武
道
教
育
と
し
て
、
空
手
の
真
髄
が
伝
わ
る
か

が
不
安
に
な
っ
て
き
ま
す
。

柔
道
、
剣
道
で
は
、
基
本
的
な
事
を
一
通
り

や
っ
て
す
ぐ
実
戦
。
そ
う
す
る
と
単
に
身
体
能

力
が
高
い
生
徒
の
み
が
活
躍
す
る
だ
け
な
ん
で

す
。
で
も
空
手
に
は
形
が
あ
り
ま
す
。
自
己
を

高
め
る
事
が
で
き
る
の
で
、
そ
れ
は
教
育
に
も

役
立
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ま
た
空
手
に
は
駆
け
引
き
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
攻
め
れ
ば
い
い
も
の
で
は
な
い
。
世
界
ル
ー

ル
に
よ
る
柔
道
と
か
で
も
、
試
合
で
は
攻
撃
を

し
な
い
と
注
意
が
下
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の
は

武
道
と
は
異
な
る
ん
で
す
。
出
会
い
を
制
す
、

技
を
出
さ
せ
て
お
い
て
相
手
の
出
方
を
う
か
が

う
。
そ
う
い
っ
た
駆
け
引
き
を
学
ぶ
こ
と
が
、

社
会
生
活
に
お
い
て
も
、
場
に
合
わ
せ
る
事
が

で
き
る
能
力
、
瞬
間
的
な
判
断
力
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

今
後
の
教
育
の
流
れ
も
ふ
ま
え
て
、
武
道
空

手
の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

2
0
1
1
年
は
…
…

―
―
今
年
の
テ
ー
マ
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

国
内
で
支
部
を
１
０
０
０
支
部
に
、
会
員
数

を
３
万
５
０
０
０
人
に
す
る
こ
と
が
直
近
の
目

標
で
す
。
支
部
を
立
ち
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
指

導
者
も
い
な
い
と
い
け
な
い
た
め
、
巡
回
指
導

や
指
導
者
稽
古
で
技
術
の
統
一
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
春
、
秋
に
行
わ
れ
る
国
内

外
合
同
合
宿
で
も
そ
れ
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。大

学
生
の
時
に
空
手
部
に
入
っ
た
人
た
ち

が
、
卒
業
し
て
各
自
地
方
に
戻
り
ま
す
よ
ね
。

そ
う
い
っ
た
方
々
が
ま
た
空
手
を
続
け
ら
れ
る

環
境
、
指
導
者
と
な
れ
る
環
境
を
作
り
た
い
で

す
ね
。
そ
れ
ま
で
厳
し
い
稽
古
を
積
ん
で
き
て
、

人
間
的
に
も
良
い
経
験
を
し
て
き
て
ま
す
し
。

特
に
大
学
は
地
域
の
道
場
よ
り
も
厳
し
い
で
す

年頭特別インタビュー

か
ら
、
も
っ
た
い
な
い
気
も
し
ま
す
よ
ね
。

指
導
員
が
全
国
を
ま
わ
っ
て
巡
回
指
導
を
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
今
の
本
部
道
場
が
で
き

て
２
、
３
年
経
っ
て
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。

本
部
道
場
を
建
て
る
時
に
各
都
道
府
県
の
方
々

に
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
恩
返
し
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
世
界
の
会
員
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

”
生
ま
れ
た
と
き
は
み
な
裸
。
あ
ま
り
大
差
は

な
い
。
あ
る
の
は
や
る
気
と
根
性
。“
人
間
な

の
で
一
人
一
人
の
能
力
に
は
あ
ま
り
差
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
気
持
ち
次
第
で
変
わ
っ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
は
傍
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
気
付
く
の
は
、
ひ
た
む
き
だ
と
か
、
そ
う
い

う
気
持
ち
の
面
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
と
っ
て
良
い
一
年
に
な
る
よ
う
に
祈

っ
て
い
ま
す
。
８
月
、
タ
イ
の
世
界
大
会
で
会

い
ま
し
ょ
う
。

1996年の松濤杯で行った十手（3回目の優勝）。
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第
10
回
熟
錬
者
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

平
成
22
年
11
月
６
日
（
土
曜
日
）

国
士
舘
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館
剣
道
場

報

特

会

大

男子個人組手（70歳以上）決勝は、17歳から空手を始め、現在週３～4回練
習している72歳の吉村国雄（兵庫）が、長久保雅生（神奈川）を下し、3年
連続5回目の優勝。

男子個人組手（65歳以上）と形を制した根本功（千葉・65歳）。

男
子
個
人
組
手

男
子
個
人
組
手
（
55
歳
以
上
）、
大
正
大
Ｏ
Ｂ
・
古
宮
浩
二

（
千
葉
・
写
真
右
）
が
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
の
経
験
も
あ
る
泉

田
多
重
（
東
京
）
に
上
段
突
き
を
極
め
、
優
勝
。

男子個人組手（50歳以上）は「週7日稽古です」と語
った小山孝一（千葉・写真右）が武智公英（東京）
に中段突きを極める。

男子個人組手（60歳以上）決勝は対戦相手・大谷章助（千葉）曰く「怒らす
と怖い相手」という江鼻英俊（茨城・写真右）が初優勝。

10
名
が
参
加
し
た
男
子
個
人
組
手
（
70
歳
以

上
）
は
、
一
回
戦
で
昨
年
度
の
決
勝
が
再
現
。

試
合
前
に
「
こ
の
試
合
が
山
場
で
す
ね
」
と

語
っ
た
昨
年
の
覇
者
・
吉
村
国
雄
（
兵
庫
）
が

神
野
勝
（
福
岡
）
に
中
段
突
き
を
連
続
で
極
め
、

一
本
勝
ち
。
今
年
も
決
勝
戦
へ
と
辿
り
着
い
た
。

決
勝
の
相
手
は
、「
無
心
で
臨
む
」
と
い
う

長
久
保
雅
生
（
神
奈
川
）。
両
者
の
争
い
は
、

再
試
合
・
判
定
ま
で
も
つ
れ
、
吉
村
が
３
年
連

続
５
回
目
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

16
名
が
参
加
し
た
男
子
個
人
組
手
（
65
歳
以

上
）。２連

続
５
回
目
の
優
勝
を
狙
い
、
空
手
歴
５

０
年
の
根
本
功
（
千
葉
・
66
歳
）
が
決
勝
へ
。

安
藤
陽
子（
40
歳
以
上
）、
形
＆
組
手
で
６
年
間
無
敗
！

団
体
は
千
葉
三
連
覇
、
女
子
は
福
岡
が
埼
玉
を
下
す
！

安
藤
陽
子（
40
歳
以
上
）、
形
＆
組
手
で
６
年
間
無
敗
！

団
体
は
千
葉
三
連
覇
、
女
子
は
福
岡
が
埼
玉
を
下
す
！

去
る
11
月
６
日
（
土
）、
東
京
・

国
士
舘
大
学
に
お
い
て
、
第
10
回

熟
錬
者
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

が
開
催
さ
れ
、
い
ぶ
し
銀
の
熟
練

者
約
３
２
０
名
が
参
加
し
た
。
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男
子
個
人
形
（
45
歳
以
上
）
は
、
中
園
敬
（
東
京
三
多
摩
）
が

二
十
四
歩
で
優
勝
。

男
子
個
人
形
（
70
歳
以
上
）
を
制
し
た
中
山
洋
明
（
埼
玉
）
の
五

十
四
歩
小
。「
22
歳
か
ら
空
手
を
始
め
、
現
在
週
３
〜
４
回
の
練

習
で
す
」

男
子
個
人
形

男子個人組手（45歳以上）決勝は「現在週3回稽古」という塩田卓央（直轄・写真左）
が突きを極め、石田賢司（東京）を退けた。

男子個人組手（40歳以上）決勝は「週2回の稽古」という全国大会ベス
ト8の藤井康弘（青森）が秋廣哲次（長野）との初対決を制す。

第10回熟錬者全国空手道選手権大会

14
名
が
参
加
し
た
男
子
個
人
形
（
70
歳
以
上
）

は
「
来
月
で
腹
部
大
動
脈
瘤
の
手
術
（
30
セ
ン

チ
以
上
の
人
工
血
管
に
置
き
換
え
る
）
を
し
て

か
ら
３
年
目
」
と
い
う
中
山
洋
明
（
埼
玉
）
が
、

五
十
四
歩
小
（
41
・
８
）
で
２
年
連
続
３
回
目

の
優
勝
。

試
合
後
「
今
回
は
小
倉
靖
典
先
生
に
見
て
い

た
だ
い
た
り
、
前
回
の
ビ
デ
オ
を
見
て
、
修
正

対
戦
相
手
は
、
同
じ
千
葉
の
谷
川
幸
男
（
空

手
歴
48
年
）。「
３
年
前
に
敗
れ
た
が
、
今
回
は

先
制
し
、
相
手
の
焦
り
を
誘
い
た
い
」
と
語
り
、

コ
ー
ト
に
立
っ
た
。

し
か
し
、
先
制
し
た
の
は
根
本
。
太
も
も
の

肉
離
れ
が
完
治
し
て
い
な
い
右
足
で
技
有
り
を

奪
う
と
、
上
段
突
き
を
極
め
て
、
合
わ
せ
一
本
。

根
本
は
形
で
も
十
手
で
42
・
１
を
出
し
て
、

二
冠
を
達
成
。「
形
は
十
九
挙
動
目
が
納
得
い

か
な
か
っ
た
が
、
来
年
も
形
・
組
手
で
優
勝
を

狙
い
た
い
」
と
語
っ
た
。

39
名
が
出
場
し
た
男
子
個
人
組
手
（
60
歳
以

上
）
は
、
２
年
連
続
５
回
優
勝
の
実
績
を
持
つ

大
谷
章
助
（
千
葉
）
が
決
勝
へ
。

し
か
し
、
対
戦
相
手
は
、
過
去
の
対
戦
成
績

で
勝
る
江
畠
英
俊
（
茨
城
）。
江
畠
が
上
段
突

き
を
連
続
で
極
め
て
、
う
れ
し
い
初
優
勝
。

29
名
が
参
加
し
た
男
子
個
人
組
手
（
55
歳
以

上
）
は
、
泉
田
多
重
（
東
京
）
に
上
段
突
き
を

極
め
て
先
制
し
た
大
正
大
Ｏ
Ｂ
・
古
宮
浩
二

（
千
葉
）
が
優
勝
。

37
名
が
参
加
し
た
男
子
個
人
組
手
（
50
歳
以

上
）
は
、
二
年
連
続
４
回
目
の
優
勝
を
狙
う
小

山
孝
一
（
千
葉
）
が
決
勝
へ
。
空
手
歴
34
年
の

小
山
は
、
初
対
戦
の
武
智
公
英
（
東
京
）
に
対

し
、
残
り
30
秒
過
ぎ
に
中
段
突
き
を
極
め
て
、

判
定
勝
ち
。

33
名
が
参
加
し
た
男
子
個
人
組
手
（
45
歳
以

上
）
決
勝
は
「
５
年
前
に
優
勝
し
た
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
空
手
歴
29
年
の
塩
田
卓
央
（
直
轄
）

と
４
度
の
優
勝
を
誇
る
石
田
賢
児
（
東
京
）
が

対
戦
。
塩
田
が
刻
み
突
き
で
先
制
す
る
と
、
得

意
の
中
段
突
き
を
極
め
、
一
本
勝
ち
。

42
名
が
参
加
し
た
男
子
個
人
組
手
（
40
歳
以

上
）
決
勝
は
、
空
手
歴
25
年
、
全
国
大
会
ベ
ス

ト
８
の
藤
井
康
弘
（
青
森
）
が
、
空
手
歴
30
年

の
秋
廣
哲
次
（
長
野
）
に
上
段
突
き
を
極
め
て

先
制
す
る
と
、
中
段
突
き
の
差
し
合
い
を
制
し
、

一
本
勝
ち
。
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し
て
臨
み
ま
し
た
。
連
覇
は
回
復
の
証
で
す
」

と
語
っ
た
。

38
名
が
出
場
し
た
男
子
個
人
形
（
45
歳
以
上
）

は
、
空
手
歴
20
年
の
中
園
敬
（
東
京
三
多
摩
）

が
「
緩
急
と
極
め
を
意
識
し
た
」
と
い
う
二
十

四
歩
で
初
優
勝
。

41
名
が
出
場
し
た
男
子
個
人
形
（
40
歳
以
上
）

は
、
一
般
の
部
で
東
京
都
大
会
優
勝
の
経
験
を

持
つ
前
大
会
覇
者
・
嶽
野
英
樹
を
一
回
戦
で
破

ス
は
変
わ
っ
た
が
、
今
年
も
破
竹
の
勢
い
で
勝

ち
上
が
っ
て
い
く
。
決
勝
で
は
、
二
度
の
優
勝

女子個人組手（40歳以上）で優勝し、6年連続組手＆形優勝の安藤陽子（埼玉）。

女子個人組手（60歳以上）決勝は、根本真理
子（千葉）が3年連続4回目の優勝を狙った澤
田貞子（千葉）を破る。

今年も女子個人形＆組手（55歳以上）で連覇した甘利千賀
子（長野）。

女子個人組手（50歳以上）決勝は、3年連続6回目の優勝
を狙った古川和代（東京）が反則（強打）を繰り返し、
空手歴9年の横山順子（富山・写真左）が優勝。

女子個人組手（45歳以上）は、一昨年と同じ
顔合わせ。野田留美子（福岡）が南久美子
（千葉）を下す。

女子個人組手（35歳以上）決勝は空手歴は30年・岡野ゆかり（兵庫）が
空手歴11年、形4位の青木麗子（直轄）に上段突きを2回極めて、初優勝。

女
子
個
人
組
手

っ
た
渡
辺
直
樹
（
愛
媛
）
が
優
勝
し
た
。

女
子
個
人
組
手
（
40
歳
以
上
）
の
本
命
は
、

昨
年
35
歳
以
上
の
部
で
５
年
連
続
組
手
＆
形
優

勝
を
成
し
遂
げ
た
安
藤
陽
子
（
埼
玉
）。
ク
ラ
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を
誇
る
清
水
尚
子
（
埼
玉
）
に
上
段
突
き
を
連

続
で
極
め
て
、
優
勝
。
形
種
目
で
も
優
勝
し
た

安
藤
は
、
６
年
間
無
敗
を
達
成
し
た
。

女
子
個
人
組
手
（
60
歳
以
上
）
決
勝
は
、
昨

年
と
同
じ
顔
合
わ
せ
。
試
合
前
に
「
同
じ
千
葉

の
澤
田
貞
子
さ
ん
に
は
確
か
二
連
敗
中
な
の
で

頑
張
り
ま
す
」
と
語
っ
た
根
本
真
理
子
が
、
澤

田
に
合
わ
せ
一
本
勝
ち
し
（
２
ー
１
）、
４
年

ぶ
り
の
３
回
目
の
優
勝
。

女
子
個
人
組
手
（
55
歳
以
上
）
決
勝
は
、
形

種
目
を
制
し
た
甘
利
千
賀
子
（
長
野
）
が
、
空

手
歴
19
年
の
園
部
真
知
子
（
神
奈
川
）
に
上
段

突
き
を
二
回
極
め
て
、
２
年
連
続
３
回
目
の
優

勝
。女

子
個
人
組
手
（
45
歳
以
上
）
決
勝
は
、

「
気
迫
負
け
し
な
い
よ
う
に
」
と
語
っ
た
空
手

歴
17
年
の
野
田
留
美
子
（
福
岡
）
が
、
技
有
り

を
一
つ
ず
つ
取
り
合
っ
た
後
、
南
久
美
子
（
千

葉
）
に
上
段
突
き
を
極
め
て
、
三
連
覇
を
達
成

し
た
。

対
戦
。

ま
ず
先
鋒
（
40
歳
以
上
自
由
組
手
）
で
、
千

葉
の
堅
山
龍
一
が
近
西
秀
生
に
連
続
で
上
段
突

き
を
極
め
て
、
合
わ
せ
一
本
勝
ち
し
、
４
ポ
イ

ン
ト
獲
得
。

次
鋒
（
45
歳
以
上
自
由
組
手
）
で
も
、
千
葉

の
小
山
孝
一
が
石
田
賢
司
に
上
段
打
ち
を
極

め
、
判
定
勝
ち
し
、
２
ポ
イ
ン
ト
獲
得
。
こ
れ

で
千
葉
が
６
ー
０
と
ポ
イ
ン
ト
差
で
優
位
に
立

つ
。こ

こ
か
ら
東
京
の
巻
き
返
し
が
始
ま
り
、
中

堅
（
40
歳
以
上
形
）
獄
野
英
樹
（
東
京
）
が
、

エ
ン
ピ
対
決
で
水
谷
育
得
を
敗
り
、
副
将
（
50

歳
以
上
自
由
組
手
）
の
相
原
力
（
東
京
）
が
古

宮
浩
二
に
残
り
30
秒
で
上
段
突
き
を
極
め
、
判

定
勝
ち
。

こ
れ
で
６
ー
４
と
な
る
が
、
千
葉
の
大
将
・

横
須
賀
秀
夫
が
森
田
昌
秋
と
引
き
分
け
、
２
勝

２
敗
１
分
。
ポ
イ
ン
ト
６
ー
４
で
千
葉
が
３
連

覇
を
達
成
し
た
。

９
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
都
道
府
県
対
抗
（
女

子
）。
本
命
は
４
連
覇
を
狙
う
埼
玉
。
主
軸
と

な
る
清
水
尚
子
と
安
藤
陽
子
が
圧
倒
的
な
力
の

差
を
見
せ
つ
け
、
埼
玉
を
決
勝
へ
と
導
い
て
い

く
。

先鋒の堅山龍一（千葉）が極めた勝利の一撃。

次鋒で千葉に貴重な一勝をもたらした小山孝一。旗４本で勝利した小西康子（福岡）。

し
か
し
、
決
勝
で
は
先
鋒
戦
に
出
場
し
た
清

水
の
中
段
突
き
が
強
打
と
な
り
、
反
則
負
け
。

中
堅
（
35
歳
以
上
形
）
も
、
川
邊
光
弥
が
小

西
康
子
（
福
岡
）
と
の
エ
ン
ピ
対
決
に
敗
れ
、

ポ
イ
ン
ト
は
０
ー
12
。

埼
玉
の
大
将
（
40
歳
以
上
自
由
組
手
）
の
安

藤
が
野
田
留
美
子
（
福
岡
）
に
合
わ
せ
一
本
勝

ち
す
る
も
、
２
勝
１
敗
（
ポ
イ
ン
ト
12
ー
４
）

で
福
岡
が
７
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
。

都
道
府
県
対
抗

14
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
都
道
府
県
対
抗
（
男

子)

は
、
３
連
覇
を
狙
う
千
葉
と
東
京
が
決
勝
で
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組手の部

男子 40歳①藤井康弘（青森）②秋廣哲
次（長野）③水谷大敬（千葉）、渡辺直
樹（愛媛）

男子 65歳①根本功（千葉）②
谷川幸男（千葉）③津谷順三
（茨城）、小池信一郎（東京三多
摩）

男子 40歳①渡辺直樹（愛媛）②橋本光生
（三重）③高見諭（神奈川）

男子 45歳①塩田卓央（直轄）②石田
賢司（東京）③伊藤克巳（東京）、成
澤誠一（宮城）

男子 70歳①吉村国雄（兵庫）
②長久保雅生（神奈川）③金
井正成（埼玉）、高浦英児
（千葉）

女子 50歳①横山順子（富山）②古川
和代（東京）③中澤悦子（東京）、菊
池たか子（新潟）

男子 45歳①中園敬（東京三多摩）②大
野広光（福島）③田中丈晴（静岡）

男子①千葉県②東京都③栃木県 女子①福岡県②埼玉県③兵庫県 最高齢者／桜場稔　久住泰子

男子 50歳①小山孝一（千葉）②武智公
英（東京）③田中浩（新潟）、宮澤泰彦
（福島）

女子 35歳①岡崎ゆかり（兵庫）
②青木麗子（直轄）③加福美
和子（青森）、川路飛鳥（千葉）

女子 55歳①甘利千賀子（長野）②園部
真知子（神奈川）③吉田美和（長野）、
清水いそ江（千葉）

男子 50歳①真下宗司（群馬）②浅井
嘉彦（神奈川）③小山孝一（千葉）

男子 55歳①古宮浩二（千葉）②泉田
多重（東京）③中島暁峰（熊本）、横
須賀秀夫（千葉）

女子 40歳①安藤陽子（埼玉）
②清水尚子（埼玉）③山口明
美（栃木）、勝亦千香子（静岡）

女子 60歳①根本真理子（千葉）②澤田
貞子（千葉）③佐藤充子（直轄）、渡
邉まり子（英国）

男子 60歳①江畠英俊（茨城）
②大谷章助（千葉）③古宇田
巌（千葉）、小川博司（東京三
多摩）

女子 45歳①野田留美子（福岡）②
南久美子（千葉）③長谷川由美（兵
庫）、斉藤昌子（東京三多摩）

男子 55歳①小日向敏則（新潟）②村
津慶紀（兵庫）③横須賀秀夫（千葉）

第10回熟錬者全国空手道選手権大会結果

形の部

団体戦

男子 60歳①古宇田巌（千葉）
②原元一（東京）③藤田正晴
（兵庫）

女子 40歳①安藤陽子（埼玉）
②清水尚子（埼玉）③鍋谷知
子（富山）

女子 35歳①天野美陽（栃木）
②小池泉（広島）③櫻山智恵
（愛知）

男子 70歳①中山洋明（埼玉）
②神野勝（福岡）③長久保雅
生（神奈川）

男子 65歳①根本功（千葉）②
小沢英夫（東京三多摩）③城
間勇美（米国）

女子 45歳①小西康子（福岡）②西田
美由紀（滋賀）③山田かね子（岐阜）

女子 50歳①菊池たか子（新潟）②村
津眞理子（兵庫）③古川和代（東京）

女子 55歳①甘利千賀子（長野）②清水
いそ江（千葉）③古田祐子（東京三多摩）

女子 60歳①渡邉まり子（英国）②根本
真理子（千葉）③福永信子（神奈川）
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政
治
哲
学
者
に
し
て
、
思
想
史
家
の
ア
イ
ザ
ィ

ア
・
バ
ー
リ
ン
は
、
有
名
な
随
筆
「
針
鼠
と
狐
（
１

９
５
３
）」
の
中
で
、
世
間
に
は
針
鼠
型
の
人
と
狐
型

の
人
が
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
（
囲
み
参
照
）。

「
気
」
を
取
り
込
み
、「
気
」
を
放
て
る
よ
う
に
も
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
私
は
体
が
硬
く
不
器
用
で
、
そ
の
上
、
左

肘
を
手
術
し
て
、
左
が
使
え
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

徹
底
し
た
技
の
研
究
も
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
他
の
人
た
ち
も
勝
つ
た
め
に
相
手
を
研

究
し
ま
す
。
ゆ
え
に
勝
利
を
掴
ん
だ
技
が
い
つ
ま
で

も
通
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
状
況

下
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

私
は
足
払
い
と
い
う
技
を
、
一
貫
し
て
徹
底
的
に

考
え
抜
き
、
次
の
よ
う
な
足
払
い
の
技
を
創
っ
て
い

き
ま
し
た
。

①
後
ろ
足
で
相
手
の
前
足
を
払
い
、
相
手
を
倒
し
た

瞬
間
に
突
き
で
極
め
る
（
左
右
）。

②
後
ろ
足
で
相
手
の
前
足
を
払
い
、
相
手
を
倒
さ
ず

崩
し
た
瞬
間
に
突
き
を
極
め
る
（
左
右
）。

③
前
足
で
相
手
の
前
足
を
払
っ
て
崩
し
、
前
足
を
払

っ
た
瞬
間
に
突
き
で
極
め
る
（
左
右
）。

④
前
足
で
相
手
の
前
足
を
払
い
、
倒
し
た
瞬
間
に
突

き
で
極
め
る
（
左
右
）。

⑤
詰
め
て
行
き
、
相
手
を
精
神
的
に
圧
迫
し
、
相
手

の
前
足
を
自
分
の
前
足
で
払
っ
た
瞬
間
、
上
段
裏
拳

中
段
逆
突
き
で
極
め
る
。

⑥
詰
め
て
行
き
、
相
手
を
精
神
的
に
圧
迫
し
、「
さ
そ

い
」
技
を
出
さ
せ
、
相
手
の
技
が
突
き
で
も
、
蹴
り

で
も
、
前
足
が
着
地
し
た
瞬
間
に
相
手
の
前
足
を
払

い
、
倒
れ
た
瞬
間
に
突
き
で
極
め
る
。

⑦
後
ろ
足
で
相
手
の
前
足
を
払
っ
た
瞬
間
、
同
じ
足

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
寓
話
「
狐
は
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
知
っ
て
い
る
が
、
針
鼠
は
た
っ
た
ひ
と
つ
、
肝
心

要
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
。

狐
は
非
常
に
賢
い
動
物
で
、
様
々
な
策
を
考
え
、

針
鼠
を
捕
ま
え
る
た
め
に
、
巣
の
近
く
で
チ
ャ
ン
ス

を
う
か
が
う
。

巣
か
ら
出
て
き
た
針
鼠
は
、
狐
の
殺
気
を
感
じ
て
、

丸
く
な
り
、
針
が
突
き
出
し
て
、
い
つ
も
の
防
御
体

勢
を
と
る
。
も
ち
ろ
ん
、
狐
は
襲
い
掛
か
る
こ
と
が

で
き
ず
、「
今
日
も
ダ
メ
だ
っ
た
」
と
あ
き
ら
め
て
帰

り
な
が
ら
も
、
次
の
作
戦
を
考
え
て
い
る
と
い
う
話

で
す
。

針
鼠
と
狐
の
戦
い
は
、
毎
日
少
し
ず
つ
形
を
変
え

て
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
狐
が
毎
回
周
到
に
練
っ
た
作

戦
で
襲
い
掛
か
っ
て
も
、
針
鼠
の
と
る
防
衛
手
段
は

「
常
に
同
じ
」
で
あ
り
、「
常
に
完
璧
」
の
防
御
手
段
で

す
。私

は
、
本
部
研
修
生
に
な
っ
た
時
、
指
導
員
と
自

分
の
実
力
の
違
い
に
、
自
信
を
喪
失
し
て
し
ま
い
、

悩
ん
だ
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
時
、
悩
ん
だ
末
に
単
純
に
物
事
を
考
え
て
、

「
針
鼠
の
概
念
」
と
同
じ
よ
う
に
本
質
を
と
ら
え
、
今

ま
で
の
稽
古
の
方
法
を
変
え
ま
し
た
。

そ
の
稽
古
方
法
は
次
の
二
つ
で
す
。

①
全
力
で
最
初
か
ら
最
後
ま
で
や
り
抜
く
。
限
界
に

挑
戦
す
る
こ
と
。

②
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な
っ
た
ら
ぶ
っ
倒
れ
る
。

幸
い
倒
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
苦
し

く
と
も
最
後
ま
で
や
り
抜
い
た
お
か
げ
で
力
強
く
、

ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
速
い
技
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、

森俊博（もり・としひろ）
プロフィール

昭和25年、宮城県亘理町出

身。昭和48年東北学院大学

（経済学部）卒業。第４回

全空連全日本空手道選手権

大会優勝（昭和50年）。第

21回JKA全国大会（昭和53

年）、第23回大会優勝（昭

和55年）。第３回 IAKF世界

空手道選手権優勝（昭和55

年）。師範、総本部理事、

国際理事、政策委員。

第
五
回
　
独
自
の
技
を
創
る
（
２
）

空手だけでなく、思想についての指導も行っている森氏（前列中央）。

で
相
手
の
上
段
に
回
し
蹴
り
を
極
め
る
。

⑧
相
手
が
技
を
出
そ
う
と
し
た
瞬
間
、
前
足
で
相
手

の
上
段
に
内
回
し
を
す
る
。
そ
の
瞬
間
、
前
足
で
相

手
の
首
に
足
を
か
け
、
後
ろ
の
足
で
相
手
の
両
脚
に

足
を
か
け
て
、”
か
に
ば
さ
み
“
に
か
け
て
倒
し
、
そ

の
瞬
間
、
水
月
を
か
か
と
で
蹴
っ
て
極
め
る
。

当
初
の
成
功
を
も
た
ら
し
た
足
払
い
の
原
則
を
維
持

し
、
他
方
で
は
常
に
進
化
し
、
創
造
的
に
足
払
い
の

技
を
作
っ
て
い
っ
た
結
果
、
私
は
世
界
の
中
心
に
12

年
間
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
事
が
で
き
た
の
で
す
。

・
狐
型
の
人
／
い
く
つ
も
の
目
標
を
同
時
に

追
求
し
複
雑
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る
。
力

を
分
散
さ
せ
、
い
く
つ
も
の
動
き
を
起
こ
し

て
い
る
。
全
体
的
な
概
念
や
統
一
の
と
れ
た

ビ
ジ
ョ
ン
に
考
え
を
ま
と
め
て
い
こ
う
と
は

し
な
い
。

・
針
鼠
型
の
人
／
複
雑
な
世
界
を
一
つ
の
系

統
だ
と
考
え
、
基
本
原
理
、
基
本
概
念
に
よ

っ
て
単
純
化
し
、
こ
れ
で
す
べ
て
を
ま
と
め
、

す
べ
て
の
行
動
を
決
定
し
て
い
る
。
世
界
が

ど
れ
ほ
ど
複
雑
で
あ
っ
て
も
、
針
鼠
型
の
人

た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
課
題
や
難
題
を
単
純
す
ぎ

る
ほ
ど
単
純
な
概
念
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
。

※
基
本
概
念=

①
コ
ン
セ
プ
ト
②
事
物
の
本

質
を
と
ら
え
る
思
考
の
形
式



※コマは本部研修生だよ　切り取って使ってね！ 

五
条
訓
が
言
え
た
ら
、
３
つ
進
む 

筋力を鍛えるために拳立て10回！ 
 できなければ、2マス戻る 

今習っている形を間違わずにできたら、 
5つ進む 

昇
級
・
昇
段
の
お
祝
い
で
ワ
ー
プ
！ 

大会で良い成績を残したので、 
他の人のコマを1マスずつ進めよう!

合宿に参加して、新しい形を覚えた！　 
 もう一回サイコロが振れるよ 

練習をお休みしたので、矢印の 
マスまで戻る 

映画の撮影に参加した 
ので、一回お休み 

足腰を強くするために、 
スクワット20回！ 

初心忘るべからず 
 スタートに戻る 

全国大会に出場！ 
 サイコロをふって、 
1か6が出たら、その 
数だけ進めるよ。 
 2～5なら、一回休み 

上田大介 椎名 舞 
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昇
級
・
昇
段
の
お
祝
い
で
ワ
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五
条
訓
が
言
え
た
ら
、
３
つ
進
む

五
条
訓
が
言
え
た
ら
、
３
つ
進
む 

筋力を鍛えるために拳立て10回！ 
 できなければ、2マス戻る 

今習っている形を間違わずにできたら、 
5つ進む 

昇
級
・
昇
段
の
お
祝
い
で
ワ
ー
プ
！

昇
級
・
昇
段
の
お
祝
い
で
ワ
ー
プ
！ 

大会で良い成績を残したので、 
他の人のコマを1マスずつ進めよう!

合宿に参加して、新しい形を覚えた！　 
 もう一回サイコロが振れるよ 

練習をお休みしたので、矢印の 
マスまで戻る 

映画の撮影に参加した 
ので、一回お休み 

足腰を強くするために、 
スクワット20回！ 

初心忘るべからず 
 スタートに戻る 

全国大会に出場！ 
 サイコロをふって、 
1か6が出たら、その 
数だけ進めるよ。 
 2～5なら、一回休み 
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今回、釣りを行ったのは、ノルウェーの
ストードという島です。
緑豊かな場所ですが、－10度になること
もしばしば。とにかく寒い場所です。
ノルウェーは北にあるため、午前９時過

ぎないと太陽が上がらず、暗くなるのも早
く、午後４時くらいです。
勝負は正午に開始。
ルールは簡単明瞭。これから３時間の間

に最も大きな魚を釣った方が勝ちです。
開始30分。最初にヒットしたのは、尾方
師範です。
52センチの鱈を岸からルアーで釣り上げ
ました（岸からルアーでタラが釣れること

突然死を起こす原因、心臓震盪（しんとう）ってなんですか？

今月の回答者は、忠鉢考治・指導員です。

心臓震盪（しんぞうしんとう）とは、外部から胸部に受けた衝撃が原因で引き起こされる心室細動（しん
しつさいどう）により、心臓が機能できなくなる状態をいいます。
70％以上が18歳未満の子どもにみられ、スポーツ中に発症することが多いのが特徴です。
野球やソフトボールでの発症が最も多く、アイスホッケー、バスケットボール、サッカーなどの球技、も
しくは体同士の衝突によっても起こります。疑問があったら、質問してね！

Q

A

総本部釣りランク1位
（？）の大隈師範も別の
日に50センチオーバー
をドンドン釣り上げまし
た。さすがですね！

は日本では稀です）。
しかし、ここから、時間が止まり、二人

の竿はぴくりとも動かなくなります。
そこで、ポイント（場所）を変えたとこ

ろ、今度は大隈師範がヒット！
40センチオーバーを釣り上げましたが、

ここでタイムアップ。
今回の釣り対決は、“名人”大隈師範を下
して、尾方師範が勝利しました。
尾方師範や大隈師範だけに限らず、総本

部指導員には釣りが得意な人も多いそうで
す。
これからも、世界の海や川で大きな魚を

釣り上げて下さいね！

JKAの空手は、115カ国に普及しています。
そのため、総本部指導員は世界を周り、正しい空手の普及に努
めています。
昨年、尾方師範（10月12日～12月16日）と、大隈師範（11月
23日～12月16日）が、ノルウェーの海外合宿にて指導を行いまし
た。そして、厳しい稽古の合間に、釣りをすることとなりました。

尾方師範が釣り上げた鱈。
別の日には30センチ以上の
カレイを釣り上げました。
それを捌いて食べたら美味
しかったそうです。

☆ノルウェーとは？
東はスウェーデン、フィンランド、ロシアと国境を接し、西は大西洋に面しています。
人口の大半は、首都オスロがある南部に集中。
西部には、氷河により作られたダイナミックなフィヨルド（峡湾）や、ヨーロッパ最北の

岬・ノールカップで見るミッドナイトサン（真夜中の太陽）を目当てに、毎年多くの観光客
が訪れます。
あと、国土の北半分は北極圏に位置しているので、冬にはオーロラも見れます。

特に胸骨や肋骨の柔らかい子どもの場合は、胸部への比較的弱い衝撃でも起こりうる病気です。
予防は胸部への不要な衝撃を避けることと、頑丈なプロテクターを装着する以外になく、完全に防ぐことは難しい状況です。
心室細動の発症は、心臓が止まった状態と同じ意味合いを持ちます。
この状態が5分以上続くと脳障害の発生する可能性が高くなり、10分以上続けば救命は困難になります。
救急隊の到着時間の平均は約6分、病院搬送までの時間は約26分です。
発症したら周囲の人がいかに迅速に対応するかが、カギとなります。
心臓震盪を起こした人を発見したら、まず大きな声で周囲に知らせ、次に心肺蘇（そ）生（心臓マッサージ、人工呼吸）、
119番通報、AED（自動体外式除細動器）使用を速やかに行うことが重要です。
AEDの設置場所などをあらかじめ把握しておくと、より速い対応が可能になります
もしものときに備えて、迅速な対処がとれるよう心の準備をしておきましょう。



た
あ
っ 

な
ぜ 

受
け
な
い
の 

受
け
は
苦
手
だ
か
ら 

胴
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を 

つ
け
た
ん
だ 

こ
れ
な
ら
受
け
な
く 

て
も
平
気
さ 

松
濤
館
空
手
二
十
ヵ
条 

の
十
五
　
人
の
手
足
は 

剣
と
思
え 

た
あ
っ
 

相
手
の
拳
足
を 

刃
物
だ
と
思
っ
て 

組
手
を
や
っ
て
ご
ら
ん 

ど
う
だ
ね 

気
持
ち
の 

持
ち
よ
う
で
こ
う
も 

違
う
ん
で
す
ね 

上
手
に 

受
け
ら
れ
る
よ
う 

に
な
り
ま
し
た 

す
ご
い
で
す 

エ
ヘ
ッ 

い
か
ん
な 
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れ
て
い
き
、
１

時
間
45
分
の
講

演
会
は
盛
況
の

内
に
幕
を
閉
じ

る
こ
と
と
な
っ

た
。終

了
後
、
中

師
範
は
「
武
道

云
々
で
は
な

く
、
正
し
い
立

ち
振
る
舞
い
が

で
き
な
い
の
は

見
て
い
て
見
苦

し
い
。
今
回
は

中
学
生
向
け
で
し
た
の
が
、
少
し
難
易
度
を
上
げ

た
大
人
向
け
の
後
援
会
も
や
っ
て
み
た
い
で
す

ね
」
と
語
っ
た
。

特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報
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員
と
の
五
本
組
手
や
自

由
組
手
、
形
な
ど
、
お

よ
そ
１
時
間
の
稽
古
を

行
っ
た
。
一
年
の
締
め

く
く
り
に
ふ
さ
わ
し

い
、
力
の
こ
も
っ
た
稽

古
と
な
っ
た
。

７
時
15
分
か
ら
は
３

階
道
場
に
会
場
を
移

し
、
納
会
を
開
催
。
そ

の
席
で
岩
松
良
彦
副
会
長
は
「
今
年
一
年
の
稽
古

を
バ
ネ
に
、
皆
様
の
来
年
の
よ
り
一
層
の
飛
躍
を

遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

植
木
首
席
師
範
は
、来
る
２
０
１
１
年
に
向
け
、

（報告／半崎靖雄、中達也、根本敬介）

２
０
１
０
年
11
月
25
日
（
木
）、
中
国
で
開
催
さ

れ
た
２
０
１
０
広
州
ア
ジ
ア
大
会
に
て
、
椎
名
勝

利
・
師
範
が
ベ
ト
ナ
ム
で
指
導
を
行
っ
て
い
る

レ
・
ビ
ク
・
フ
ォ
ン
さ
ん
（
18
歳
）
が
優
勝
し
た
。

女
子
組
手
55
キ
ロ
級
決
勝
へ
と
進
ん
だ
フ
ォ
ン

さ
ん
は
、
Ｗ
Ｋ
Ｆ
世
界
王
者
と
対
戦
。
１
ポ
イ
ン

ト
を
先
制
さ
れ
た
後
、
上
段
廻
し
蹴
り
を
極
め
て

逆
転
。
４
│
３
で
嬉
し
い
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

椎
名
師
範
が
ベ
ト
ナ
ム
の
コ
ー
チ
を
務
め
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
９
８
年
に
開
催
さ
れ
た

バ
ン
コ
ク
・
ア
ジ
ア
大
会
か
ら
。
２
年
前
に
フ
ォ

ン
さ
ん
と
出
会
い
、
稽
古
で
手
を
抜
か
ず
、
一
生

懸
命
な
姿
勢
に
心
を
打
た
れ
、
指
導
を
開
始
。
わ

ず
か
空
手
歴
３
年
半
で
、
ア
ジ
ア
王
者
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
た
。

し
か
し
、
さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
し
て

欲
し
い
と
願
う
椎
名

師
範
は
「
実
力
は
ま

だ
ま
だ
。
決
勝
も
間

合
い
も
分
か
ら
ず
、

無
我
夢
中
で
、
た
ま

た
ま
出
し
た
技
が
入

JKAの中心地 

総本部便り 総本部便り 

JKAの中心地 

総本部便り 
JKAの中心地 

アジア大会で優勝したレ・ビク・フォンさん。（写真左から2番目）

２
０
１
０
年
12
月
10
日
（
金
）、
福
井
県
・
敦
賀

市
立
気
比
中
学
校
に
て
、
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に
よ

る
教
育
講
演
会
が
行
わ
れ
、（
社
）
日
本
空
手
協
会

総
本
部
・
中
達

也
師
範
が
礼
儀

の
大
切
さ
を
生

徒
に
訴
え
た
。

生
徒
約
４
５

０
名
を
前
に
し

た
中
師
範
は
、

ま
ず
「
武
道
は

勝
ち
負
け
よ
り

も
礼
儀
を
重
ん

じ
る
」
と
ス
ポ

２
０
１
０
年
12
月
22
日

（
水
）、
日
本
空
手
協
会
総

本
部
で
稽
古
納
め
と
納
会

が
行
わ
れ
、
日
本
国
内
外

か
ら
お
よ
そ
１
０
０
名
が

参
加
し
た
。

午
後
６
時
か
ら
４
階
大

道
場
に
て
、
植
木
政
明
首

席
師
範
の
指
導
の
も
と
稽

古
納
め
。
基
本
稽
古
、
ま

た
参
加
者
と
総
本
部
指
導

2
0
1
0
年
総
本
部
稽
古
納
め

椎
名
勝
利
師
範
、ベ
ト
ナ
ム
に

金
メ
ダ
ル
を
も
た
ら
す

中
達
也
師
範
、
福
井
県
で
講
演
会

椎
名
師
範
と
レ
・
ビ
ク
・
フ

ォ
ン
さ
ん
。

っ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
」
と
分
析
す
る
。

ア
ジ
ア
大
会
で
は
、
金
銀
銅
が
１
つ
ず
つ
。
レ

ベ
ル
の
向
上
が
著
し
い
ベ
ト
ナ
ム
つ
い
て
、
椎
名

師
範
は
「
コ
ー
チ
を
務
め
て
、
約
12
年
。
常
に
彼

ら
に
あ
っ
た
独
自
の
空
手
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
辿
り
着
い
た
の
が
、
多

彩
な
蹴
り
技
を
駆
使
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ス
タ
イ
ル

ー
ツ
と
の
違
い
を
説
明
。

自
ら
が
王
者
と
な
っ
た
経
験
や
国
際
大
会
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
武
道
の
試
合

で
は
勝
っ
て
も
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
は
し
て
は
な
ら
な

い
。
真
に
強
い
人
間
は
、
弱
い
人
や
負
け
た
人
の

気
持
ち
を
察
し
、
自
ら
を
高
め
て
く
れ
た
対
戦
相

手
に
感
謝
す
る
心
を
持
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

し
か
し
、
座
学
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
の
が
、

中
師
範
。

「
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
姿
勢
が
悪
い
と
入
っ

て
く
る
情
報
（
気
付
き
）
が
少
な
い
。
ま
た
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
精
神

的
に
も
成
長
期
だ
か
ら
こ
そ
、
学
ん
で
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と
心
と
体
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
術
を
限
ら
れ
た
時
間
で
伝
え
た
。

最
初
は
「
空
手
な
ん
て
関
係
な
い
」
と
思
っ
て

い
た
生
徒
も
い
た
そ
う
だ
が
、
次
第
に
引
き
込
ま

地
元
の
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

会場の様子。「しっかり礼をすれば、心が落ち着
く。授業の前にはしっかりと礼をするなど、精神
的な面もしっかりと話しました」（中）植木政明首席師範が指導した。

と
、
間
合
い
を
詰
め
て
突
き
で
勝
負
す
る
日
本
の

空
手
ス
タ
イ
ル
の
融
合
で
す
。
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム

で
は
空
手
が
盛
ん
で
、
若
い
人
た
ち
が
稽
古
を
熱

心
に
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

語
っ
た
。

稽古納めは、道場いっぱいの参加者の熱
気に溢れた。
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「
来
年
は
世
界
大
会
な
ど
、
正
念
場
が
く
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
皆
で
心
を
一
つ
に
し
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、

井
村
武
憲
専
務
理
事

が
乾
杯
の
挨
拶
で

「
２
０
１
０
年
稽
古
納

め
に
多
数
の
参
加
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
道
場
の
中

も
皆
様
の
汗
と
心
意

気
で
満
ち
て
お
り
ま

し
た
」
と
語
っ
た
。

納
会
で
は
毎
年
恒

例
の
総
本
部
お
手
製

カ
レ
ー
も
出
席
者
に

振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、

１
時
間
半
の
楽
し
い

ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

そ
の
後
は
本
部

指
導
員
と
会
員

の
皆
さ
ん
と
の

自
由
組
手
の
稽

古
で
、
道
場
一

杯
に
気
合
が
こ

も
っ
た
。

続
い
て
本
部
指
導
員
の
「
演
武
」
へ
と
移
行
。

椎
名
舞
本
部
研
修
生
が
力
強
い
「
壮
鎮
」
を
、
栗

原
一
晃
本
部
指
導
員
が
気
迫
の
こ
も
っ
た
「
岩
鶴
」

を
演
武
し
た
。
次
に
、
上
田
大
介
本
部
研
修
生
と

猪
越
悠
介
本
部
指
導
員
に
よ
る
「
捕
り
」
が
披
露

さ
れ
た
。
実
戦
さ
な
が
ら
の
迫
力
に
、
観
て
い
る

側
も
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
見
入
っ
て
い
た
。

着
替
え
後
、
３
階
に
集
合
。「
鏡
開
き
・
式
典
」

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
勤
の
参
加
者
に
は
皆
勤
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

今
年
で
51
年
皆
勤
の
関
根
さ
ん
は
会
員
の
中
で

も
伝
説
と
な
り
、
今
年
も
元
気
に
参
加
さ
れ
見
事

皆
勤
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
一
週
間

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

２
０
１
１
年
１

月
24
日
（
月
）
〜
30

日
（
日
）、
総
本
部

に
て
、
恒
例
と
な

る
一
週
間
の
寒
稽

古
が
行
わ
れ
た
。

稽
古
は
毎
朝
７

時
か
ら
８
時
。
内

容
は
「
わ
っ
し
ょ

い
」
と
大
き
な
掛

け
声
で
マ
ラ
ソ

ン
、
そ
れ
か
ら
道

場
に
て
稽
古
。
最

終
日
は
稽
古
後
に

神
社
で
参
拝
し
寒

稽
古
を
終
え
た
。

道
場
に
お
い
て

親
睦
会
を
開
き
、

皆
で
一
週
間
の
労

空
手
協
会
寒
稽
古

神社にて。

Ｊ
Ｋ
Ａ
師
範
会
稽
古
が
行
わ
れ
る

国
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が

出
席
し
た
納
会
。
２
０
１
０

年
を
締
め
く
く
っ
た
。

上／皆勤賞の皆さん。

右
／
尾
方
指
導
員
特
製

料
理
。
毎
回
大
好
評
の

カ
レ
ー
と
新
メ
ニ
ュ
ー

の
つ
み
れ
汁
が
登
場
。

上／猪越悠介本部指導員と上田大
介本部研修生による『捕り』。

下／参加した皆さん。

へ
と
進
み
、
最
初
に
中
原
伸
之
名
誉
会
長
が
「
武

道
空
手
の
本
質
を
し
っ
か
り
と
護
持
し
、
正
し
い

空
手
を
広
げ
て
生
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
岩
松

良
彦
副
会
長
は
「
空
手
に
先
手
無
し
と
の
本
分
を

わ
き
ま
え
、
礼
を
重
ん
じ
る
武
道
空
手
の
普
及
を

共
に
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
、
植
木
首
席
師
範

は
「
総
本
部
制
を
布
い
て
い
る
か
ら
に
は
総
本
部

の
技
術
の
高
さ
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

と
語
っ
た
。
続
い
て
井
村
武
憲
専
務
理
事
の
発
声

に
よ
る
乾
杯
を
行
っ

た
。出

席
者
は
世
界
大

会
に
向
け
て
の
意
気

込
み
、
空
手
談
義
と

賑
や
か
に
歓
談
し
、

互
い
に
新
年
の
挨
拶

を
交
わ
し
た
。

２
０
１
１
年
２
月
19
日
（
土
）、
全
国
で
活
躍

す
る
師
範
会
委
員
を
対
象
と
し
た
稽
古
会
が
、
総

本
部
で
開
催
さ
れ
、
約
40
名
が
参
加
し
た
。

形
の
稽
古
に
関
し

て
は
、
各
挙
動
の
細

部
に
わ
た
る
説
明
と

質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。も

ち
ろ
ん
、
理
論

だ
け
で
な
く
、
会
員

の
見
本
と
な
る
べ
き

師
範
の
名
に
恥
じ
ぬ

気
迫
の
こ
も
っ
た
稽

古
が
行
わ
れ
た
。

稽
古
の
後
は
、
懇

親
会
が
開
か
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

左／技の繋ぎ、
緩急を意識し
た稽古。

２
０
１
１
年
１

月
９
日
（
日
）、
平

成
23
年
の
「
鏡
開

き
」
が
開
催
さ
れ

た
。12

時
か
ら
は

「
稽
古
始
め
」。
植

木
政
明
・
首
席
師

範
の
指
揮
で
ま
ず

基
本
稽
古
が
行
わ

れ
、
一
つ
一
つ
の

所
作
に
も
注
意
し
、

短
い
時
間
な
が
ら

全
員
が
大
粒
の
汗

を
流
す
こ
と
に
。

本年も多数のご参加、ありがとうございます。

2
0
1
0
年
総
本
部
鏡
開
き
行
わ
れ
る

右
／
式
典
に
て
、
中
原
伸
之

名
誉
会
長
が
挨
拶
。



平
成
二
十
二
年
度
三
重
県
本
部

巡
回
指
導
講
習
会

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
一

日
、
総
本
部
よ
り
小
倉
渉
外
部

長
・
半
崎
総
務
部
長
の
お
二
人
の

指
導
員
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
平

成
二
十
二
年
度
の
巡
回
指
導
講
習

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

講
習
会
に
先
立
ち
、
十
一
月
二

十
日
、
小
倉
指
導
員
・
半
崎
指
導

員
・
三
重
県
本
部
兵
庫
会
長
・
大
会
実
行
委
員
３

名
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
度
に
三
重
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
第
五
十
四
回
小
学
生
・
中
学
生
全
国
空

手
道
選
手
権
大
会
の
第
一
回
目
の
打
合
せ
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

第
四
十
八
回
大
会
よ
り
五
年
ぶ
り
二
回
目
の
少

年
全
国
開
催
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最
初
か
ら
参
画

に
加
わ
る
の
は
初
め
て
の
大
会
で
あ
り
、
か
な
り

緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
二
人
の
指
導
員
の

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
県
本
部
の
負
担
の

軽
減
を
考
慮
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
を
感
じ
、

全
国
の
選
手
の
皆
様
を
、
三
重
県
本
部
が
一
丸
と

な
り
万
全
の
体
制
で
お
迎
え
で
き
る
よ
う
、
準
備

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

巡
回
指
導
講
習
会
は
、
午
前
十
時
よ
り
四
日
市

市
中
央
緑
地
第
一
体
育
館
に
て
総
勢
百
三
十
名
の

参
加
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
の
部
は
全

員
合
同
で
基
本
稽
古
の
後
、
抜
塞
大
、
燕
飛
、
観

空
大
、
慈
恩
の
稽
古
と
な
り
ま
し
た
。

受
講
者
が
小
学
２
年
か
ら
一
般
ま
で
と
年
齢
差

が
あ
り
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
に
も
分
か
る
よ
う

に
ポ
イ
ン
ト
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
昼
休
み
に

は
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
復
習
し
て
い
る
子

供
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
は
小
学
生
〜
中
学
生
ま
で
を
半
崎
指
導

員
、
高
校
生
以
上
が
小
倉
指
導
員
に
分
か
れ
て
の

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。
小
学
生
〜
中
学
生
の
部

は
自
由
組
手
の
足
運
び
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
刻

み
突
き
、
逆
突
き
が
加
わ
り
、
子
供
た
ち
は
慣
れ

な
い
稽
古
で
は
あ
り
ま
す
が
「
キ

ャ
ッ
キ
ャ
ッ
」
言
い
な
が
ら
本
当

に
楽
し
そ
う
に
し
て
お
り
、
そ
の

様
子
を
に
こ
や
か
に
見
て
お
ら
れ

た
半
崎
指
導
員
の
表
情
が
印
象
的

で
あ
り
ま
し
た
。

高
校
〜
一
般
の
部
は
立
ち
方
か

ら
始
ま
り
自
由
組
手
の
た
め
の
基

本
稽
古
と
な
り
ま
し
た
。
下
は
高

校
生
、
う
え
は
○
○
才
と
最
初
は

元
気
の
よ
か
っ
た
受
講
生
も
時
間

が
過
ぎ
る
ご
と
に
や
や
元
気
が
な

く
な
り
、
小
倉
指
導
員
の
「
限
界

で
す
ね
」
の
判
断
で
午
後
三
時
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

根
本
敬
介
Ｊ
Ｋ
Ａ
総
本
部
指
導
員
、

優
勝
祝
賀
会
開
催
！

去
る
10
月
10
日
（
日
）、
千
葉
工

業
大
学
新
館
に
お
い
て
、
根
本
敬

介
・
Ｊ
Ｋ
Ａ
総
本
部
指
導
員
の
第

53
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
（
組
手
）
優
勝
を

祝
う
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
ら
約
４
０
０

名
が
参
加
し
た
。

祝
賀
会
に
は
、
母
校
で
あ
る
千
葉
工
大
か
ら
、

From
三重県

From
千葉県
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上／小倉指導員の
指導風景の様子。

小
倉
、
半
崎
両
指
導
員
に
よ
る
基
本
・
形
・
組

手
の
熱
意
あ
る
親
切
な
技
術
指
導
を
い
た
だ
き
受

講
者
一
同
大
変
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。我

々
三
重
県
本
部
一
同
も
兵
庫
会
長
が
い
つ
も

言
わ
れ
る
青
少
年
の
育
成
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

を
目
標
と
し
、
更
な
る
空
手
道
の
斬
道
発
展
の
為

に
、
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

（
記
事
／
伊
藤
裕
之
）

優
勝
し
た
根
本
敬
介
・
総
本
部
指
導
員
。

左／子供に大人気の
半崎指導員。
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●小学2年男子　①斉藤北斗（長野）②深冶皐希（福井）
③小泉瑠寧（新潟）敢闘賞／伊東優作（長野）
●小学2年女子　①関　千尋（福井）②鈴木日和（長野）
③藤澤結峰（長野）敢闘賞／野澤　麗（長野）
●小学3年男子　①笹川修斗（新潟）②内山雄真（富山）
③蓮井楽人（石川）敢闘賞／松川怜司（石川）
●小学3年女子　①大西千捺（富山）②坂田月姫（長野）
③千田紗菜（福井）敢闘賞／下司真莉亜（富山）
●小学4年男子　①岡部海輝（新潟）②江尻林平（長野）
③北澤以進（長野）敢闘賞／金森喬大（長野）
●小学4年女子　①海津　空（新潟）②村松　響（長野）
③吉川未希（新潟）敢闘賞／吉川来望（新潟）
●小学5年男子　①川本瑞起（石川）②仲谷大樹（福井）
③山下凌太郎（富山）敢闘賞／小山優太（新潟）
●小学5年女子　①籔本光咲（石川）②小熊咲季（新潟）
③秋山真子（新潟）敢闘賞／佐々木優衣（福井）
●小学6年男子　①干潟航大（石川）②古川千尋（新潟）
③久保竣太郎（富山）敢闘賞／後藤大地（新潟）
●小学6年女子　①品田美由利（新潟）②山谷萌々（富
山）③小林天音（新潟）敢闘賞／長山麗楽（長野）
●中学1年男子　①徳堂甫紀（富山）②坂田稀久（長野）
③市川 太朗（長野）敢闘賞／川本夏輝（石川）
●中学1年女子　①秋山響子（新潟）②上野きりか（新
潟）③関きらら（長野）敢闘賞／酒井彩花（富山）
●中学2年男子　①津田誠太（富山）②山村優樹（富山）
③上松亜星（新潟）敢闘賞／杉本聖真（富山）
●中学2年女子　①中嶋かがり（長野）②笠原　舞（新
潟）③野水美里（新潟）敢闘賞／鎌田祐実（富山）
●中学3年男子　①太田健士郎（石川）②中嶋航大（新
潟）③中村幸樹（長野）敢闘賞／田中　空（長野）
●中学3年女子　①林　愛菜（石川）②北野未華（新潟）
③井上さつき（新潟）敢闘賞／中島瑞貴（富山）
●高校男子　①井田恭平（長野）②渾川祐哉（長野）
③三上竜人（石川）敢闘賞／山田章史（富山）
●高校女子　①井田　渚（長野）②久保田朋美（長野）
③中谷みう（福井）敢闘賞／牛膓紗耶加（新潟）
●一般男子　①佐藤哲哉（新潟）②羽賀慎也（新潟）
③西潟雅樹（新潟）敢闘賞／坂井　巧（新潟）
●一般女子　①竹内理奈（富山）②佐藤結美（長野）
③横山未香（石川）敢闘賞／小村真未（石川）
●一般男子団体　①新潟県　②長野県　③富山県
敢闘賞／石川県

●小学2年男子　①小泉瑠寧（新潟）②北澤夏周（長野）
③斉藤北斗（長野）敢闘賞／吉田有我（福井）
●小学2年女子　①藤澤結峰（長野）②尾地夏美（新潟）
③関　千尋（福井）敢闘賞／野水美伶（新潟）
●小学3年男子　①酒井壮一朗（石川）②中嶋桜太（長
野）③太田龍士郎（石川）敢闘賞／小澤優希（長野）
●小学3年女子　①大野桃佳（新潟）②杉本華梨（長野）
③宮崎菜摘（長野）敢闘賞／竹下愛理咲（長野）
●小学4年男子　①金森喬大（長野）②北澤以進（長野）
③江尻林平（長野）敢闘賞／佐々木拓実（福井）
●小学4年女子　①高木乙羽（新潟）②吉川未希（新潟）
③松 史花（長野）敢闘賞／吉川来望（新潟）
●小学5年男子　①関　未来（長野）②尾山祐作（石川）
③平井大暉（長野）敢闘賞／鳥羽晃平（長野）
●小学5年女子　①籔本光咲（石川）②秋山真子（新潟）
③西村　光（長野）敢闘賞／中居桃子（石川）
●小学6年男子　①村松　樹（長野）②吉越一真（長野）
敢闘賞／紺谷優希（石川）
●中学2年男子　①大塚脩平（長野）②山村優樹（富山）
③井上大樹（新潟）敢闘賞／吉越太一朗（長野）
●中学2年女子　①大野恵利香（新潟）②両角　華（長
野）③中嶋かがり（長野）敢闘賞／浅野佳奈（新潟）
●中学3年男子　①秋山達哉（新潟）②太田健士郎（石
川）③中村幸樹（長野）敢闘賞／田中　空（長野）
●中学3年生女子　①関　大空（長野）②中島瑞貴（富
山）③中野　歩（石川）敢闘賞／林　愛菜（石川）
●高校男子　①保科悠樹（長野）②井田恭平（長野）
③長澤　諒（長野）敢闘賞／太田翔一郎（長野）
●高校女子　①久保田朋美（長野）②久我優希（長野）
③林　真菜（石川）敢闘賞／杉山綾美（石川）
●一般男子　①内山彰博（富山）②中村大樹（長野）
③野口雄介（長野）敢闘賞／赤坂崇成（新潟）
●一般女子　①小村真未（石川）②坂野友梨子（石川）
③菊地たか子（新潟）敢闘賞／清水可奈（長野）
●一般男子団体　①富山県　②長野県　③石川県
敢闘賞／新潟県

第22回 北信越地区空手道選手権大会
2010年11月7日 新潟県 リージョンプラザ上越

組 手 の 部

形 の 部

★★★★★★★★★大 会 結 果
本
岡
誠
一
・
学
長
（
発
起
人
代
表
）
、
瀬
戸
熊

修
・
常
務
理
事
、
拓
殖
大
学
紅
陵
高
校
か
ら
森

章
・
校
長
ら
が
出
席
。
さ
ら
に
荒
木
勇
・
習
志
野

市
長
が
訪
れ
、
祝
辞
を
述
べ
た
。歓

談
中
は
林
静

誠
と
シ
ー
フ
レ
ン

ド
楽
団
に
よ
る
生

演
奏
が
流
れ
、
喜

び
の
笑
顔
、
祝
福

と
拍
手
が
根
本
指

導
員
を
中
心
に
広

が
っ
て
い
く
光
景

が
印
象
的
で
あ
っ

た
。根

本
指
導
員
は
、

「
優
勝
で
き
た
の
は

支
え
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
の
お
か

げ
。
今
後
も
努
力

を
重
ね
、
最
高
の

結
果
を
出
せ
る
よ

う
に
精
進
し
て
参

り
ま
す
」
と
述
べ
、

祝
賀
会
は
盛
況
の

う
ち
に
閉
会
し
た
。

小
江
戸
・
川
越
で
半
世
紀
続
く

川
越
支
部
・
創
立
五
〇
周
年

記
念
行
事

去
る
平
成
22
年
12
月
23
日

（
祝
）、
川
越
支
部
（
雁
空
会
）
創

立
五
〇
周
年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。

第
一
部
は
川
越
武
道
館
・
柔
道
場
に
て
、
有
志

55
名
（
少
年
30
名
／
一
般
25
名
）
に
よ
る
記
念
演

武
会
。
第
二
部
は
近
く
の
結
婚
式
場
に
て
、
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
80
名
が
参
加

し
た
。

川
越
支
部
の
誕
生
は
、
今
か
ら
51
年
前
。
昭
和

33
年
、
四
ッ
谷
道
場
で
稽
古
し
て
い
た
鈴
木
邦
夫

（
現
副
会
長
）、
二
村
（
故
人
）
・
帯
津
・
林
・
小

峰
・
蛭
間
ら
が
明
信
館
剣
道
場
で
汗
を
流
し
始
め

た
こ
と
に
始
ま
る
。最
初
は
川
越
支
部
で
は
な
く
、

初
雁
城
（
川
越
城
）
の
雁
を
取
っ
て
、「
雁
空
会
」

で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
川
越
武
道
館
に
移
る
と
、
昭
和
48
年

に
総
本
部
が
支
部
制
度
・
会
員
登
録
制
度
を
導

入
。
埼
玉
県
で
は
大
宮
支
部
に
次
二
番
目
、
川
越

支
部
（
十
八
‐
〇
〇
二
）
が
正
式
認
可
支
部
と
な

っ
た
。

昭
和
39
年
、
第
一
回
埼
玉
県
空
手
道
選
手
権
大

会
（
大
宮
自
衛
隊
）
が
開
催
。
前
田
・
関
口
・
新

井
・
樋
口
・
長
瀬
・
本
橋
・
橋
本
ら
が
参
加
。

故
・
中
山
正
敏
首
席
師
範
か
ら
、
直
々
に
表
彰
状

を
渡
さ
れ
る
。

以
後
、
和
道
会
か
ら
恩
田
昭
、
正
道
会
か
ら
遠

藤
京
二
が
参
戦
し
、
支
部
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。

当
時
は
黒
帯
が
多
く
、
団
体
戦
は
五
名
Ａ
Ｂ
Ｃ

チ
ー
ム
を
作
っ
て
も
余
る
ほ
ど
。
そ
の
た
め
、
ま

ず
支
部
内
で
Ａ
チ
ー
ム
に
入
る
た
め
に
切
磋
琢
磨

し
、
大
会
に
お
い
て
は
、
常
勝
を
続
け
た
。

ま
た
、
普
段
の
稽
古
で
は
、
庄
司
寛
先
生
を
始

め
、
越
智
秀
男
（
ド
イ
ツ
）、
高
階
栄
（
米
国
）

先
生
な
ど
多
く
の
本
部
指
導
員
よ
り
指
導
を
受
け

た
。さ

ら
に
、
県
下
で
少
年
部
を
一
早
く
創
設
。
水

村
・
林
・
野
尻
ら
が
少
年
部
を
指
導
し
、
会
員
数

も
増
加
し
た
。

昭
和
53
年
第
二
一
回
全
国
小
学
・
中
学
・
高
校

生
大
会
を
単
独
開
催
。
長
野
市
市
民
体
育
館
に
埼

玉
の
先
陣
を
切
っ
て
、
菅
家
（
小
六
）
・
長
谷
川

（
小
六
）
・
水
村
（
小
四
）
・
大
野
（
小
三
）
を

引
き
連
れ
、
埼
玉
県
代
表
と
し
て
参
加
。
以
来
、

第
五
三
回
大
会
ま
で
、
毎
年
県
代
表
選
手
を
送
り

出
し
て
い
る
。

遠
藤
京
二
支
部
長
は
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

「
少
子
化
の
中
で
少
年
会
員
は
武
道
教
育
の
復
活
、

親
御
さ
ん
の
意
思
等
を
背
景
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
一
方
一
般
会
員
は
減
少
、
少
年
部
卒
業
後
、

社
会
人
な
っ
て
戻
っ
て
来
て
く
れ
る
事
を
願
い
つ

つ
、
支
部
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
継
続
は
力
な
り
、

去
る
も
の
は
追
わ
ず
、
来
る
も
の
は
拒
ま
ず
を
踏

ま
え
、
今
ま
で
通
り
に
協
会
空
手
（
武
道
空
手
）

の
習
得
・
継
承
を
第
一
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。（
報
告
／
遠
藤
京
二
）

From
埼玉県

上
／
祝
賀
会
の
一
コ
マ
。

川越支部の皆さん。

詳しくはホームページ参照：
http://park18.wakwak.com/ ̃ dolphin/
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春

第
６
回
国
際
合
宿

去
る
２
０
１
０
年
５
月
28
〜

30
日
、
ツ
ェ
リ
ェ
に
お
い
て
、

地
元
の
空
手
ク
ラ
ブ
松
涛
ツ
ェ

リ
ェ
の
助
け
を
借
り
て
、
第
６

回
国
際
合
宿
を
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ク

ロ
ア
チ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
、

ス
ロ
ベ
ニ
ア
か
ら
約
３
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
総
本
部
か
ら
田
中
昌
彦
師
範
（
八
段
）、

猪
越
悠
介
先
生
（
三
段
）、
イ
タ
リ
ア
か
ら
内
藤
武

史
（
七
段
）
が
、
特
別
講
師
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

合
宿
で
は
、
茶
色
と
黒
帯
、
色
帯
の
２
つ
の
ク
ラ

ス
に
分
か
れ
て
、
90
分
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
６
回

行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
師
３
名
は
、
手
と
足
の
基
本
テ
ク
ニ
ッ
ク
、

組
手
の
戦
術
、
平
安
初
〜
五
段
、
抜
塞
大
、
観
空
大
、

ジ
オ
ン
、
壮
鎮
、
二
十
四
歩
、
五
十
四
歩
大
の
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
政
府
の
代
表
と
し
て
、
ブ
ラ

ン
コ
・
ロ
ブ
ニ
カ
ル
博
士
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
開
会
の
辞
で
、
彼
は
空
手
の
稽
古
を
通

じ
て
、
人
間
が
磨
か
れ
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
ま
し

た
。練

習
の
二
日
目
は
、
昇
段
審
査
が
行
わ
れ
、
31
名

が
そ
れ
ぞ
れ
の
段
で
合
格
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｋ
Ａ
ス
ロ
ベ
ニ
ア
は
、
我
々
に
正
し
い
空
手
を

教
え
て
く
れ
た
田
中
師
範
、
猪
越
先
生
、
内
藤
師
範

に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
（
報

告
／
ユ
ー
リ
・
ス
ー
ビ
ッ
ク
）

夏

Ｊ
Ｋ
Ａ
空
手
ス
ク
ー
ル

去
る
６
月
27
日
か
ら
７
月
４
日
、
松
濤
館
空
手
道

場
ツ
ェ
リ
ェ
は
、
５
回
目
と
な
る
Ｊ
Ｋ
Ａ
空
手
ス
ク

ー
ル
（
夏
合
宿
）
を
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ポ
レ
チ
ェ
で
開

催
し
ま
し
た
。

From
JKA
スロベニア

「スロベニア共和国は、旧ユーゴ諸国の一つで、1991年6月、
ユーゴスラビアから独立し、2004年はEUに加盟。面積は
20,273平方キロ、人口は196万人(2002年）。首都はリュブリャ
ナで、一人当たりGDPは16,267ドル(2004年）と、旧ユーゴ諸
国の中でも突出しています」（猪越）

田中師範は、猪越先生に見本を見せ、興味深い
説明をしました。

猪越先生、内藤師範。

国際合宿の様子。

受付の様子。

＜特別編＞
特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報

猪
越
悠
介
・
総
本
部
指
導
員
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
へ

総
本
部
指
導
員
は
、
正
し
い
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
空
手
を
普
及
す
る
た
め
、
様
々

な
国
を
訪
れ
、
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
第
52
回
全
国
大
会
の
組
手
王
者
で
あ
る
猪
越
悠
介
・
総
本
部

指
導
員
が
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
に
３
回
訪
れ
た
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

ス
ロ
ベ
ニ
ア
か
ら
の
強
い
派
遣
願
い
が
総
本
部
に
届
き
、
上
層
部
の
判

断
に
よ
り
、
許
可
が
お
り
て
、
今
回
の
指
導
が
実
現
し
ま
し
た
。

様
々
な
地
域
か
ら
86
名
が
参
加
し
、
日
本
か
ら
は

総
本
部
の
猪
越
先
生
が
特
別
講
師
と
し
て
招
か
れ
ま

し
た
。
猪
越
先
生
は
第
53
回
全
国
大
会
に
出
場
し
た

疲
れ
も
見
せ
ず
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

空
手
の
練
習
は
、
ラ
ン
ク
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
分

け
さ
れ
、
１
日
に
２
回
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

猪
越
先
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
の
は
、
ブ
ラ
ン
コ
先

生
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
サ
モ
先
生
、
ゴ

ラ
ン
先
生
、
ユ
ー
リ
先
生
、
フ
ロ
ー
ジ
ャ
ン
先
生
等

で
し
た
。

空
手
平
安
初
〜
五
段
、
鉄
騎
初
段
、
抜
塞
大
、
ジ

オ
ン
、
エ
ン
ピ
、
観
空
大
、
半
月
の
形
も
指
導
さ
れ
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特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報

ま
し
た
。

さ
ら
に
猪
越
先
生
が
得
意
と
す
る
組
手
技
術
と
理

論
も
学
び
ま
し
た
。

ま
た
夏
合
宿
の
間
は
、
空
手
だ
け
で
な
く
、
家
族

で
浜
辺
で
過
ご
し
た
り
、
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
し
て
、

楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
夏
合
宿
は
、
今
ま
で
の
中
で
も
最
高
の
部

類
に
入
る
も
の
で
し
た
。

Ｊ
Ｋ
Ａ
ス
ロ
バ
ニ
ア
は
卓
越
し
た
技
術
と
精
神
を

我
々
に
見
せ
て
く
れ
た
猪
越
先
生
、
格
別
の
配
慮
を

し
て
く
れ
た
Ｊ
Ｋ
Ａ
総
本
部
、
全
て
の
参
加
者
に
感

謝
し
ま
す
。

（
報
告
／
ミ
ッ
チ
ャ
・
ロ
ガ
ー
ル
）

秋

セ
ミ
ナ
ー
開
催

去
る
２
０
１
０
年
11
月
13
〜
14
日
、
日
本
空
手
協

会
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
空
手
ク
ラ
ブ
松
濤
館
ツ
ェ
リ
ェ
は
、

総
本
部
の
猪
越
先
生
を
迎
え
て
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

猪
越
先
生
は
、
今
回
で
合
計
４
回
ス
ロ
ベ
ニ
ア
を

訪
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
（
２
０
０
９
年
11
月
が
最

初
）。充

実
し
た
内
容
と
な
っ
た
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に

は
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
ド

イ
ツ
か
ら
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

土
曜
日
は
、
３
時
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
基
本
や
基
礎
と
な
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
、

正
し
い
姿
勢
や
体
全
体
を
使
っ
た
適
切
な
動
き
を
学

び
ま
し
た
。

ま
た
、
抜
塞
大
と
エ
ン
ピ
の
形
に
つ
い
て
も
、
詳

し
い
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
曜
日
は
、
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
最
大
限
の
ス
ピ
ー

ド
と
パ
ワ
ー
を
出
す
た
め
の
運
足
に
重
点
を
置
き
、

組
手
の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

猪
越
先
生
は
、
練
習
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
た
め

に
、
二
人
一
組
で
行
わ
せ
た
り
、
複
数
の
敵
を
想
定

し
た
り
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

（
報
告
／
ミ
ッ
チ
ャ
・
ロ
ガ
ー
ル
）

合宿に参加した皆さん。

セミナーのカッコいいポスター。 休憩中の一枚。

汗を流す参加者。

気合い溢れる稽古。

しっかりと厳しい練習を行いました。



今回登場するのは、「川越に前田あり、埼玉に前田あり」

と謳われた川越支部の前田勝之さんです。

現在、川越支部に属する前田勝之さんが、雁空会（現・川

越支部）に入門したのは19歳の頃。稽古の「鬼」で大宮支

部（越前道場）との掛け持ちでした。

試合の方も抜群で、全国大会における顎にギブスをしたス

タン・シュミット（南アフリカ／現在総本部理事・アフリカ、

中近東代表）との熱戦は、テレビで放映され、反響を呼びま

した。

また、稽古にまつわる話は、常識の範囲を超越しており、

恩師である故・庄司寛先生から二度の「破門」を受けました。

一回目の破門は、稽古中に相手を倒し、頭部を踏んづけた

ところを、先生に目撃され、「前田！　何をしてる！」と激

怒の結果です。

そのため、練習生が武道館の入口で前田さんの「草履」を発見すると、そのままＵタ

ーンして帰宅したそうです。練習に来ていても、終了後、前田先生が手拭いを左手に巻

き始めると危険のシグナル。残った者は犠牲者となりました。

もし川越に行く機会があったら、二回目の破門はどのような感じだったのか？　直接、

本人に聞いてみましょう！
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参段／中村祐考（行田） 管野淳也（草加） 宮代昌憲
（北浦和） 吉田将大（京産大） 安達健次（上京）
安達正紀（上京） 米野友晴（長岡京） 田村明敬
（左京） 中村優（スポーツアカデミー） 真島和也
（墨田） 重江賞誉（墨田） 山本隼人（墨田） 草野
明日香（墨田） 草野有香（墨田） レリヒ・フーベ
ルト（四谷） 山岸均（南葛飾） 吉原武（真岡）
稲葉祐治（伊藤） 横山大（駿河） 伊藤弘子（青南）
渡邉政典（大井川） 渥美勝則（航自浜松） 横山飛
鳥（駿河） 田中淳子（南浦和） 田正子（浦和中
央） 山本徳光（三沢） 木村仁（三沢） 滝本国雄
（八戸中央） 中園敬（稲城） 矢口耕三（稲城） 小
杉慧（青梅） 濱田始宏（尾鷲南） 細野満（神戸）
畑嘉憲（稲美松濤館） 石川広司（春日井） 石丸浩
一（岡崎） 太田吉春（横浜中央） 相生祐里（長津
田） 小川壮太郎（長津田） 田中克尚（都筑） 乾
貴昭（高知中央） 池ヶ谷有希（浜松中央） 竹阪賀
文（敦賀） 影山光雄（本宮） 平学（本宮） 中川
大祐（西大寺） 齋藤真紀子（西大寺） 時重明浩
（小倉南） 清水善昭（慶桜塾）

四段／川上真一（豊田） 永田佳寛（豊田） 横山拓磨
（駿河） 岩田真人（駿河） 石川寿夫（富士） 植松
真平（沼津） 池田清剛（諸口） 粂田厚子（山科）
田村修也（光倫館） 新恭三（三菱） 山田聖美（筑
紫） 吉田さやか（筑紫） 木村和幸（宗拳会） 山

昇 段 者

●1日（金）研修生入所式　総本部道場
●14日（木）～17日（日）
春季国内外全国合宿　総本部道場

●2日（月）日本空手協会創立記念日
●15日（日）関東学生会定期リーグ戦　未定
●21日（土）
第54回全国空手道選手権大会　東京体育館
●28日（土）定期理事会・会員総会　総本部会議
●29日（日）定期昇段審査会　総本部道場

●10日（日）
第54回全国空手道選手権大会　日本武道館

●13日（土）・14日（日）第54回小学生・中学生　
全国空手道選手権大会　三重県営・サンアリーナ

●18日（木）・19日（金）
船越義珍杯　第12回少年世界空手道選手権大会
タイ・バンコク
●20日（土）・21日（日）
船越義珍杯　第12回世界空手道選手権大会
タイ・バンコク

●28日（日）定期昇級・昇段審査会　総本部道場

●17日（土）師範会会議・師範会稽古　総本部道場

●6日（木）～9日（日）
秋季国内外全国合宿　総本部道場

●23日（日）関東学生会定期リーグ戦　未定

●5日（土）
第11回熟錬者全国空手道選手権大会　未定

●27日（日）定期昇段審査会　総本部道場

●2日（金）研修生入所試験　総本部道場
●22日（木）総本部道場稽古納め　総本部道場
●23日（金）～1月6日（金） 冬期休暇

平成24年

●7日（土）稽古始め及び事務所開始　総本部道場
●7日（土）国際理事会　総本部道場
●8日（日）鏡開き　総本部道場
●23日（月）～29日（日）寒稽古　総本部道場
●28日（土）研修生入所試験　総本部道場

●4日（土）～5日（日）高校生交流試合　未定
●18日（土）師範会会議・師範会稽古　総本部道場
●20日（日）世界大会選考会　総本部道場
●24日（金）研修生卒業試験　総本部道場
●26日（日）定期昇級・昇段審査会　総本部道場

行事予定

4 月

5 月

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

1月

2月

★アナタの側にいる個性的な会員を紹介して下さい！
電子メールは、karate301-06@yahoo.co.jpです。

川越支部・前田勝之（68歳・1943.03.03生）

川越支部の前田勝之さん。
試合中、相手を追いかけて、
2階から1階へ。審判も一緒
について行って勝ち名乗り
をあげた逸話がある。

口幸徳（長崎） 安部元昭（宇佐） 渡辺香織（豊岡）

五段／GUNAWAN （インドネシア） TAN SOO LIN
（シンガポール） CARLOS MEDINA（アメリカ）
PETA P ERFANT（アメリカ） SHEKARABI
MOHSEN（イラン） ABEDINI MEHRDAD（イラ
ン） PAUL STEADMAN（イギリス） JOHN
DEANS（イギリス） BERT STEWART（イギリス）
KRUEGER DETLEF（ドイツ） PRIEWER HEL-
MUT（ドイツ） REMPEL WOLF-DIETER（ドイツ）
田子博通（盛岡） 増田進一（大井川） 岩本武典（伊
勢） 林誠次（京都産業大） 蔵屋信久（長田） 殿界
秀樹（明石） 西田美由紀（栗東） 嶋勝弘（高松）
SUKANYA WONGURAPRASERT（タイ） JERD-
JARUG CHANDSIRI（タイ） ANDRIES DE
KOCK（南アフリカ） MEALE DIX（南アフリカ）
ARNOLD HERZ（南アフリカ） ROBIN DEVINE
（南アフリカ） NASIF ZAKI（南アフリカ）
BRIAN VAN DER BUL（南アフリカ） RORY
O'DONOGHUE（南アフリカ） JOHN PTRICK
WILSON（南アフリカ）

六段／GHAZI AMIR MANSUR（イラン） ASADOL-
LAHI HASSAN（イラン） POUR SAMADI ALI
（イラン） POUR SAMADI  ASGHAR （イラン）
VAGHEFI MOHAMMAD REZA（ イ ラ ン ）
MOSHIBI ALI（イラン）


